
 
 

要旨「化石燃料ファイナンス 2022」 

〜気候カオスをもたらす銀行業務〜 
 

執筆団体：レインフォレスト・アクション・ネットワーク（RAN）、バンクトラック、先住民族環境

ネットワーク(IEN)、オイル・チェンジ・インターナショナル、リクレイム・ファイナンス、シエラク

ラブ、ウルゲバルト 

2020年 3月 

 

世界の主要 60 銀行による化石燃料への資金提供は、パリ協定採択後の 6 年間で 4 兆

6,000億米ドルに達し、2021年だけでも 7,420億ドルの化石燃料ファイナンスが行われた。

本報告書では、民間銀行と投資銀行による化石燃料産業への資金提供を調査し、融資お

よび債券・株式発行の引受で主幹事銀行など主要な役割を果たした金額を集計した。調

査の結果、「ネットゼロ」コミットメントがブームになった 1 年であっても、金融セクターは気

候変動カオス（混乱）を引き起こす、従来通りのビジネスを継続していることが明らかになっ

た。新型コロナウイルスのパンデミック（世界的大流行）からの回復が遅れる中、2021年の

化石燃料への資金提供は停滞したが、それでもパリ協定が採択された翌年の 2016年より

も高い水準にある。これらの調査結果は、銀行が化石燃料事業拡大への資金提供を停止

し、かつ化石燃料事業支援を完全にゼロにする方針を即時に実施する必要性を浮き彫り

にしている。 

 

化石燃料ファイナンス全体では、米国の 4 行が依然として上位を占め（JP モルガン・チェ

ース、シティ、ウェルズ・ファーゴ、バンク・オブ・アメリカ）、過去 6 年間に確認された化石燃

料ファイナンスの 4 分の 1 を占めている。地域別では、カナダではロイヤル・バンク・オブ・

カナダ（RBC）、ヨーロッパではバークレイズ、日本では三菱 UFJ フィナンシャル・グループ

（MUFG）が上位となっている。 

 

こういった銀行は、顧客企業の化石燃料からの移行支援にコミットしていると宣伝してい

るかもしれない。しかし本報告書で対象とした 60行は、カーボンバジェット（炭素予算）に新

規の石炭及び石油・ガス開発、新規の石油供給及びインフラ整備の余裕がないことが明ら

かであっても、サウジアラムコやエクソンモービルなど、化石燃料セクターを拡大している

上位 100社に昨年だけで 1,855億ドルの資金提供を行った。 

 

「化石燃料ファイナンス〜気候カオスをもたらす銀行業務 2022〜」では、注視すべき化石

燃料部門上位企業への融資・引受も評価している。また、人々の生命と生活を脅かす化石

燃料産業事業に抵抗する地域コミュニティについても取り上げている。 

 



● オイルサンド：警戒すべきことに、オイルサンドの資金提供額は 2020年から 2021

年に 51%増加して 233億ドルに達した。大幅な増加はカナダの銀行である RBC とト

ロント・ドミニオン（TD）によるものだった。 

 

● 北極圏の石油・ガス：JPモルガン・チェース、三井住友フィナンシャルグループ

（SMBC）、インテーザ・サンパオロは、昨年、北極圏の石油・ガス部門への融資・引

受額でトップ銀行となった。この部門では 2021年に 82億ドルの資金調達が行わ

れ、直接のプロジェクト・ファイナンスを制限する方針が十分でないことが浮き彫りと

なった。 

 

● 海洋の石油・ガス：大手銀行は昨年に 529億ドルを海洋の石油・ガス部門へつぎ込

み、2021年は米国のシティと JPモルガン・チェースの資金提供額が最多だった。

また BNPパリバは、パリ協定以降の 6年間における海洋の石油・ガス部門への融

資・引受額でワースト銀行だった。 

 

● シェールオイル・ガス：シェールオイル・ガス部門では昨年に 621億ドルの融資・引

受が行われ、ウェルズ・ファーゴを筆頭に北米の銀行がダイヤモンドバック・エナジ

ーなどの生産企業や、キンダー・モルガンといったパイプライン企業に資金供給し

た。 

 

● 液化天然ガス（LNG）：モルガン・スタンレー、RBC、ゴールドマン・サックスが 2021

年の LNG部門でのワースト銀行となった。この部門は一連の大規模インフラ事業

を推進するために、銀行を当てにしている。 

 

● 石炭採掘：中国の銀行が石炭採掘の融資・引受を牽引し、中国光大銀行と中信銀

行が 2021年のワースト銀行だった。大手銀行は昨年 174億ドルを石炭採掘部門

に提供した。 

 

● 石炭火力発電：石炭火力発電部門への資金提供は、過去 3年間は約 440億ドル

と基本的に横ばいだった。石炭火力発電を今後 10年で段階的廃止を迅速に行う

必要性を考えると、警戒すべき金額である。昨年は中国招商銀行と中国平安保険

グループがこの部門での資金提供を牽引した。 

 

良い方向に進んでいる銀行としては、フランスのラ・バンク・ポスタルが石油・ガス部門方

針の基準を設定している。2021年には、石油・ガス拡大企業全社への資金提供を終了し、

2030 年までに完全撤退するというコミットメントも発表した。クレディ・アグリコルやノルデア

といった銀行も、石炭部門への資金提供について同様のコミットメントを行っている。他の

世界主要銀行も、気候変動のさらなる惨事を世界にもたらさないよう、化石燃料拡大への

資金提供を即時に停止し、全化石燃料部門への資金提供の段階的停止という、極めて重

要な課題に取り組まなければならない。 



報告書全文、データセット、資料などは以下のサイトからダウンロード可能です（英語）： 
bankingonclimatechaos.org 

 

 

「化石燃料ファイナンス」 
化石燃料への融資・引受額順位（2016年〜2021年、単位：米ドル、B=十億、M=百万）  
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